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３．京内社寺の調査

薬師寺，法華寺，西大寺，春日大社の各境内で，建物建設にともなう事前調査を実施した。
ここでは奈良時代の遺構を検出した薬師寺，法華寺での調査成果について報告する。

薬師寺旧境内の調査( 1 ) 子院養徳院の移転にともなう調査で，調査地は薬師寺本坊の北側の空

地である。検出遺構は，奈良時代の南北溝１条，掘立住穴２のほか，近世初期の大瀧などであ
る。奈良時代の南北溝は幅0 . 2 ｍ，深さ0 . 4 ｍの溝で，平城京条坊を薬師寺寺域内に延長した場
合に，右京六条二坊の一・八坪坪境小路東側溝の位侭にある。

薬師寺旧境内の調査( 2 ) 三蔵院工事にともなう事前調査。調査地は薬師寺本坊の北方で，平城

京右京六条二坊九・十坪にあたる。九坪は苑院，十坪は倉垣院と推定されている。検出遺構は，
奈良時代の土城，井戸，平安時代の井戸３基のほか，中近世の溝・井戸である。奈良時代の井
戸は径１ｍの掘形に縦板の井戸枠を入れ，中に径0 . 7ｍ，深さ0 . 5ｍの曲物をおくｏ井戸底から
和銅開弥１枚，万年通宝３枚，神功開宝1 7 枚が一括出土した。平安時代の井戸のうち１基は同

じく縦板組の井戸で底に曲物をおく。井戸中に須恵器椀，瓦器皿・椀が大堂に投棄され廃絶時
期を示している。

法華寺境内の調査茶室建設にともなう事前調査で，調査地は浴室北側の畑地である。検出遺
構は奈良時代の掘立柱建物３棟などである。ＳＢＯ５は桁行２間以上，梁間２間以上の南北棟，
ＳＢ１０．２５は，ともに東西・南北とも１間以上の建物である。三棟は共存せず，３時期に区分
されるが，前後関係は不明である。柱間は，ＳＢＯ５・１０は10尺等問，ＳＢ２５は12尺である。奈
良時‘ 代以降の遺構には，桁行２間以上，梁間２間の東西棟建物ＳＢ２０がある。一辺0 . 6ｍ前後
の柱掘形の中央に人頭大の川原石を据えている。出土した軒瓦は4 0点あるが，そのうちの約６
割が奈良時代後半期のものである。（上野邦一）
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